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Ⅰ．緒　　言
　男子乳癌はまれな疾患であり，日常の診療で遭
遇するのはまれである。今回われわれは，男子乳
癌と胃癌の同時性発生をみた重複癌の 1例を経験
したので，若干の文献的考察を加えて報告する。
Ⅱ．症　　例
　【症例】84歳男性
　【主訴】全身倦怠感・左乳房腫瘤
　【家族歴】特記すべきことなし
　【既往歴】特記すべきことなし
　【現病歴】平成20年11月頃より全身倦怠感あり。
また同年12月より左乳房腫瘤も自覚したため，12
月当院内科初診した。小球性低色素性貧血が認め
られ，また左胸部腫瘤が認められたため，同月消
化管精査および左乳房精査目的に当科受診した。
　【入院時現症】身長163㎝，体重56㎏，体温35.6
度，心臓聴取音異常なし，呼吸音異常なし
　【入院時検査所見】左E領域を中心に直径約 8
㎝弾性硬の腫瘤あり。皮膚変色なし。
　【腹部】平坦・軟，圧痛なし。
　【血液生化学検査・腫瘍マーカー】WBC 14500/
㎣，RBC 344万/㎣，Hb 7.3 g/dl，Ht 25.6 %，Plt 
54.6 万/㎣，Na 142 mEq/l，K 4.9 mEq/l，Cl 106 
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要　　旨
　症例は84歳男性。平成20年11月頃より全身倦怠感あり。また同年12月より左乳房腫瘤も自覚し
たため，12月当院受診。小球性低色素性貧血と乳房腫瘤を認め，精査施行したところCTおよび
超音波検査で左乳房に嚢胞と充実性の直径約 7㎝の腫瘍を認め，また上部消化管内視鏡で胃体上
部から下部にかけて小弯全域に10㎝を超える易出血性の 3型腫瘍を認めた。乳房腫瘤は細胞診，
胃腫瘍は組織診を行ったが，それぞれの転移ではなく左男子乳癌・進行胃癌の同時性重複癌の診
断となった。病期は乳癌はT3N1Stage3A，胃癌はT3N1Stage3Aであった。貧血症状が存在す
るため，胃切除の方針としたがご本人・ご家族ともに外科的治療を選択されず経過観察となっ
た。平成21年 3月現病死された。男子乳癌と胃癌の同時性重複癌の報告例は非常に稀であり，文
献的考察を加えて報告する。
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mEq/l，T.Bil 0.5 mg/dl，GOT 18 IU/l，GPT 19 
IU/l，Cre 0.75 mg/dl，CEA 2.4 ng/dl，CA 19-9 
21 U/ml，CA 15-3 57.3 U/ml
　【胸部X線写真】心拡大なし，左胸部に肺外腫
瘤あり（図 1）。
　【胸部CT検査】左乳房に嚢胞と充実性の腫瘍
を認めた。
　【乳房超音波検査】超音波検査上，嚢胞状の内
部に広基性の充実性腫瘤あり，一部乳頭状に隆起
している。同側腋窩リンパ節にはLevel Iに転移
リンパ節を認めた（図 2）。
　【上部消化管内視鏡】胃体上部から下部にかけ
て小弯全域に10㎝を超える易出血性の 3型腫瘍を
認めた（図 3）。
　【上部消化管造影】胃体部から前庭部小弯中心
に巨大な潰瘍形成を形成する 3型腫瘍を認めた。
　【腹部CT検査】胃体部小弯中心に壁肥厚およ
び腫瘍病変が認められる。小弯側リンパ節転移も
認めた。
　【乳房腫瘤細胞診】腺管様細胞を多数集塊状に認
め，部分的に小乳頭状や重積性を示し，一部は融
合腺管上の配列を示しており，浸潤性乳管癌が認
められた（図 4）。分化度は高分化型と考えられた。
　【胃腫瘍病理組織学的所見】潰瘍底の壊死組織，
肉芽腫組織を伴う粘膜で，固形から一部索上構造
をとる低分化型管状腺癌を認めた（図 5）。
　【経過】乳癌は T 3 N 1 S t a g e 3 A，胃癌は
T3N1Stage3Aで同時性の重複癌と診断した。貧
血症状が存在するため，胃切除の方針としたがご
本人・ご家族ともに外科的治療を選択されなかっ
た。貧血のため赤血球濃厚液輸血を施行し経過観
察とした。経過中に明らかな遠隔転移は来たな
かったが，平成21年 3月現病死された。
図 1　 胸部X線写真では左胸部
に腫瘤影を認める。
図 2　 乳腺超音波検査では嚢胞
性病変の中に乳頭状腫瘍
を認める。
図 3　 上部消化管内視鏡検査では胃体部小弯に 3型
腫瘍を認める。
図 4　 乳腺穿刺細胞診では浸潤性乳管癌の診断で
あった（A: ×100）。
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Ⅲ．考　　察
　男子乳癌は日常診療において非常に稀な疾患で
あり，その頻度は全乳癌の 1 %程度である［1,2］。
また男子乳癌における重複癌の発生頻度は 3 %前
後と報告されている［3］。男子乳癌との重複癌を
臓器別に見た場合，自験例を含めて本邦報告例
は，胃13例，結腸 4例，直腸 2例，肝臓 1例，甲
状腺 1例，喉頭 1例，腎臓 1例，陰茎 1例であり，
消化器領域での重複が多い傾向にあった。胃癌と
の重複癌は本症例が13例目であり，同時性は本症
例が 7例目であった（表 1）。男子乳癌の治療方
法は外科的治療が原則であり，定型的乳房切除が
一般的であるが，温存術式の報告されている。
　また，胃癌に関しては重複癌の発生頻度は2.0%
－5.0%と報告されている［4-8］。胃癌と重複する
もっとも多い多臓器は男性では結腸癌であり ,女
性では乳癌である。
　組織型が似ている場合に胃癌と乳癌の双方の転
移の可能性も否定しておかなければならならな
い。本症例のように乳腺が乳頭状の増殖を示し，
胃は間質への硬性浸潤を示す組織型の場合，双方
の転移との鑑別は容易であったが，乳癌と胃癌が
同時に発見された場合には原発か転移かが問題と
なる。しかしその鑑別は組織型が似ている場合必
ずしも容易でない。乳癌の胃転移については乳癌
症例の4.2%に胃転移があり［3］，小葉癌が41%と
最も多いとされている［9］。内視鏡所見は多彩で
あるが 4型胃癌も比較的多く，タコイボびらんか
ら 4型胃癌に進展すると推測されている［10-13］。
　一方，胃癌の乳腺転移については胃癌剖検例の
0.2%に乳腺転移があり［14］，低・未分化腺癌が
図 5　 胃組織診では低分化腺癌の診断であった（B: 
H. E.,×200）。
表 1　胃癌と男子乳癌の同時性重複癌の報告例
番号
報告者・ 
年齢 胃　　　癌 乳　　　癌 転　　帰
報告年度
1
山崎
1975
71
Stage Ⅰa Stage Ⅰ
生　21日胃亜全摘術 単純乳房切断術
腺癌 乳管癌
2
志田
1984
70
Stage Ⅰa Stage Ⅲ
生　10か月胃切除 定型的乳房切断術
高分化腺癌 髄様腺管癌
3
中越
1986
61
Stage Ⅱ Stage Ⅱ
生　 3年 1か月胃切除 非定型乳房切断術
乳頭腺癌 非浸潤性乳管癌
4
竹内
1988
75
Stage Ⅳa Stage Ⅱ
生　 6か月胃全摘術 定型乳房切断術
中分化腺癌 髄様癌
5
佐藤
1989
72
Stage Ⅱ Stage Ⅱ
生　 9か月胃切除 非定形的乳房切断術
乳頭腺癌 充実腺管癌
6
川渕
1990
66
Stage Ⅱ Stage Ⅰ
生胃切除術 非定形的乳房切断術
乳頭腺癌 乳頭腺管癌
7
自験例
2009
84
Stage ⅢA Stage ⅢA
死亡　 3か月手術せず 手術せず
低分化型腺癌 浸潤性乳管癌
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多いとされている［15］。マンモグラフィー，乳房
超音波検査では特徴的な所見に乏しいが，両側
乳房に転移をきたす症例が多いとされる［16,17］。
いずれにしろ ,胃癌の乳腺転移も乳癌の胃転移も
すでに全身転移の一部分症であり予後は不良であ
る［18,19］。
　乳癌の胃転移についてはChoiら［20］が，胃癌
の乳腺転移についてはHaidu and Ueban［21］の
が病理診断の指標を示しているが，確定診断に
は免疫組織学的検討が重要と考えられる［22］。
川畑らは免疫染色について，ER，PgR，Gross 
Cystic Disease Fluid Protein-15（GCDFP-15），
E-Cadherinが乳癌胃転移と 4型胃癌の鑑別に有
用であるとした［13］。今回の症例では免疫組織学
的検討は出来なかったが，組織型が明らかに異
なっており同時性重複癌と診断した。
　男子乳癌と胃癌の同時性発生をみた重複癌は本
邦では自験例を含め 7例の報告例のみであり非常
に稀な症例と考えられた。男子乳癌の重複癌には
消化器癌の頻度が高く，治療に当たっては消化器
病変も念頭に置くべきであると考えられた。本論
文は第64回消化器外科学会（2009年 7月大阪市）
において発表した。
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SUMMARY
An 84-year-old male who had no remarkable 
medical histories was admitted to the hospital 
because of general fatigue and left breast mass for 
a few months. After the examinations, ultra sound, 
gastroscopy, upper gastrointestinal examination 
and computed tomography, he was diagnosed left 
breast cancer and advanced gastric cancer. He was 
diagnosed simultaneous double cancer in the stomach 
and male breast by cytologycal and pathological 
diagnosis. The stages were both 3A. Because of 
advanced anemic symptom, we recommend him and 
his family to operate gastric cancer, but they refuse 
to do. He suffered blood transfusion and his symptom 
was improved. He was died 4 month after diagnosis.
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